
◎駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法の一部を改正

する法律 
（平成二九年三月三一日法律第六号）   

一、提案理由（平成二九年三月九日・衆議院安全保障委員会） 

○稲田国務大臣 ただいま議題となりました駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別

措置法の一部を改正する法律案について、その提案理由及び内容の概要を御説明いたし

ます。 

 平成十八年五月に日米安全保障協議委員会で承認された駐留軍等の再編を実現するた

め、平成十九年五月に制定された駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法は、

本年三月三十一日限りでその効力を失うこととなっております。しかしながら、今後も

実施に向けた取り組みが必要な再編事業があることから、この法律の有効期限を十年延

長する等の必要があります。 

 以上が、この法律案の提案理由であります。 

 次に、この法律案の内容について、その概要を御説明いたします。 

 第一に、法律の有効期限を十年延長し、平成三十九年三月三十一日までとすることと

いたしております。 

 第二に、株式会社国際協力銀行の業務の特例に関する規定を廃止することといたして

おります。 

 以上が、この法律案の提案理由及びその内容の概要でございます。 

 何とぞ、慎重御審議の上、速やかに御賛同あらんことをお願いいたします。 

二、衆議院安全保障委員長報告（平成二九年三月一四日） 

○山口壯君 ただいま議題となりました法律案につきまして、安全保障委員会における

審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、平成十八年五月に日米安全保障協議委員会で承認された駐留軍等の再編を実

現するため、駐留軍等の再編の円滑な実施に関する特別措置法の有効期限を十年延長す

る等の措置を講ずるものであります。 

 本案は、去る八日本委員会に付託され、翌九日稲田防衛大臣から提案理由の説明を聴

取いたしました。十日、質疑を行い、討論、採決の結果、賛成多数をもって原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院外交防衛委員長報告（平成二九年三月二七日） 

○宇都隆史君 ただいま議題となりました法律案につきまして、外交防衛委員会におけ

る審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、駐留軍等の再編を実現するため、駐留軍等の再編の円滑な実施に関する 

特別措置法の有効期限を十年延長すること、株式会社国際協力銀行の業務の特例に関す 

る規定を廃止すること等を内容とするものであります。 



 委員会におきましては、法律の有効期限を延長することとした理由、再編交付金の交 

付実績と今後の交付の見通し、国際協力銀行による米海兵隊グアム移転に係る出融資等 

の業務の特例廃止の経緯等について質疑が行われましたが、詳細は会議録によって御承 

知願います。 

 質疑を終局し、討論に入りましたところ、日本共産党の井上委員より反対、沖縄の風 

の伊波委員より反対する旨の意見がそれぞれ述べられました。 

 次いで、採決の結果、本法律案は多数をもって原案どおり可決すべきものと決定いた 

しました。 

 以上、御報告申し上げます。 


